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　任期満了に伴う市議会議員選挙が４月17日に告示され、立候補届出者数が選挙すべき
議員数を超えなかったため、無投票での当選となりました。市議会議員選挙が無投票と
なったのは、市政施行以来初めてです。任期は、令和8年4月３0日までの４年間です。
　ここでは、市議会議員に当選した１８人を紹介します。（敬称略、届け出順）
■問い合わせ先　選挙管理委員会事務局（☎・内線１220）

市議会議員選挙　結果

市政を担う議員18人決まる

①年齢②党派・現元新別③
当選回数④職業⑤行政区

出
号

届
番 　氏　　名

①63歳②無・現③2回④
農業⑤荒屋新町

1 勝
か つ ま た

又　安
や す ま さ

正
①61歳②無・現③２回④
会社役員⑤新興矢神

2 関
せ き

　治
ひ ろ と

人
①74歳②無・現③９回④
無職⑤南寄木

3 髙
た か は し

橋　光
み つ ゆ き

幸
①62歳②無・現③２回④
会社役員⑤五日市３区

4 羽
は ざ わ

沢　寿
ひ さ た か

隆

①７３歳②無・現③3回
④農業⑤共新

①64歳②共産・新③１
回④農業⑤日瀬通

①47歳②無・新③１回
④会社員⑤笹目

①46歳②無・新③１回
④農業⑤渋川開拓

①68歳②共産・現③７
回④政党役員⑤上町

5 髙
た か は し

橋　悦
え つ ろ う

郎 6 井
い の う え

上　辰
た つ お

男 7 齊
さ い と う

藤　隆
た か お

雄 8 田
た む ら

村　正
ま さ も と

元 9 外
そ と や ま

山　一
か ず の り

則

①59歳②無・現③5回
④会社員⑤五百森

10 工
く ど う

藤　剛
つ よ し

①75歳②無・現③4回
④神職⑤両沼

11 渡
わ た な べ

辺　義
よ し み つ

光
①64歳②無・元③５回
④農業⑤北村

12 工
く ど う

藤　直
な お み ち

道
①68歳②無・元③６回
④会社役員⑤松尾

①73歳②無・現③7回
④獣医師⑤上関

14 熊
く ま ざ わ

澤　博
ひ ろ し

※当選回数は、合併前
のものを含みます。ま
た、在任特例期間も含
みます。

①69歳②無・現③３回
④会社員⑤高宮

15 工
く ど う

藤　隆
り ゅ う い ち

一
①６６歳②公明・現③２
回④政党役員⑤中松尾

16 北
き た ぐ ち

口　功
い さ お

①67歳②無・現③４回
④宿泊業⑤畑１区

17 立
た ち ば な

花　安
や す ふ み

文
①63歳②無・現③２回
④農業⑤両沼

18 工
く ど う

藤　多
た ひ ろ

弘

13 古
ふ る か わ

川　津
つ よ し

好

　

W
杯
ジ
ャ
ン
プ
男
子
個
人
第
28
戦
は

３
月
27
日
、
プ
ラ
ニ
ツ
ァ（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）

で
開
か
れ
、
小
林
陵
侑
選
手
は
8
位
に
入

り
、
２
位
に
１
０
０
㌽
以
上
の
大
差
を
つ

け
て
、
３
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
２
度
目
の
個
人

総
合
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
季
は
、
初
戦
2
位
と
表
彰
台
に
立

つ
と
、
第
3
戦
で
優
勝
し
、
通
算
勝
利

数
で
日
本
男
子
最
多
の
20
勝
を
達
成
す

る
な
ど
調
子
を
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、

第
4
戦
、
第
5
戦
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
検
査
で
陽
性
と
な
り
欠
場
。
復
帰

後
の
第
７
戦
は
ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ

な
い
強
さ
で
今
季
２
勝
目
を
挙
げ
、
好

調
を
キ
ー
プ
。
年
末
年
始
に
伝
統
の

ジ
ャ
ン
プ
週
間（
第
10
～
13
戦
）で
４
戦

中
３
勝
を
挙
げ
、
個
人
2
度
目
の
総
合

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
２
月
4
日
か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
た
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
個
人
2
種
目

（
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
金
、
ラ
ー
ジ
ヒ
ル
銀
）で

メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
安
定
し
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
続
け
、
個
人
総
合
ト
ッ

プ
を
守
り
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
み
れ
ば
、
シ
ー
ズ
ン
8
勝
、

通
算
27
勝（
日
本
男
子
歴
代
最
多
）を
挙

げ
る
な
ど
出
場
し
た
全
試
合
で
ト
ッ
プ

10
に
入
る
抜
群
の
安
定
感
で
五
輪
、
Ｗ

杯
、
ジ
ャ
ン
プ
週
間
の
主
要
タ
イ
ト
ル

を
総
な
め
す
る
歴
史
的
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

★ 

小
林
陵
侑
選
手
W
杯
個
人
戦
成
績 

★

戦
月
・
日
会
場

位

１
11
・
20
ニ
ジ
ニ
タ
ギ
ル

②

２
11
・
21
ニ
ジ
ニ
タ
ギ
ル（
失
格
）

一

３
11
・
27
ル
カ

❶

４
11
・
28
ル
カ（
欠
場
）

一

５
12
・
5
ヴ
ィ
ス
ワ（
欠
場
）

一

６
12
・
11
ク
リ
ン
ゲ
ン
タ
ー
ル

⑦

７
12
・
12
ク
リ
ン
ゲ
ン
タ
ー
ル

❶

８
12
・
18
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ク

②

９
12
・
19
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ク

❶

１0
12
・
29
オ
ー
ベ
ル
ス
ト
ド
ル
フ

❶

１1
1
・
1
ガ
ル
ミ
ッ
シ
ュ

❶

１2
1
・
5
ビ
シ
ョ
フ
ホ
ー
フ
ェ
ン

❶

１3
1
・
6
ビ
シ
ョ
フ
ホ
ー
フ
ェ
ン

⑤

１4
1
・
8
ビ
シ
ョ
フ
ホ
ー
フ
ェ
ン

④

１5
1
・
16
ザ
コ
パ
ネ

④

一
1
・
21
札
幌（
中
止
）

１6
1 

・
22
テ
ィ
テ
ィ
ゼ
ー

⑤

１7
1 

・
23
テ
ィ
テ
ィ
ゼ
ー

④

１8
1 

・
29
ウ
ィ
リ
ン
ゲ
ン

❶

19
1
・
30
ウ
ィ
リ
ン
ゲ
ン

④

20
２
・
25
ラ
ハ
テ
ィ

⑦

21
２
・
27
ラ
ハ
テ
ィ

❶

22
３
・
3
リ
レ
ハ
ン
メ
ル

②

23
３
・
5
オ
ス
ロ

⑥

24
３
・
6
オ
ス
ロ

⑦

25
３
・
19
オ
ー
ベ
ル
ス
ト
ド
ル
フ

⑩

26
３
・
20
オ
ー
ベ
ル
ス
ト
ド
ル
フ

⑥

27
３
・
25
プ
ラ
ニ
ツ
ァ

⑤

28
３
・
27
プ
ラ
ニ
ツ
ァ

⑧

優
勝（
8
回
）、
２
位（
３
回
）、
4
位（
4
回
）、
５
位（
3

回
）、
6
位（
2
回
）、
7
位（
3
回
）、
8
位
、
10
位（
各

１
回
）で
、
合
計
１
６
２
１
点
を
記
録

Ｗ
杯
個
人
総
合
優
勝

Ｗ
杯
個
人
総
合
優
勝

最
強
を
証
明

最
強
を
証
明（写真提供）時事通信フォト（写真提供）時事通信フォト【SAJ令和４承認第00547号】【SAJ令和４承認第00547号】
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◎
目
指
す
環
境
の
将
来
像

　
市
市
民
憲
章
と
市
総
合
計
画
の
基
本
目

標
を
踏
ま
え
、
本
市
の
目
指
す
環
境
の
将

来
像
を「
自
然
を
は
ぐ
く
み
、景
観
に
す
ぐ

れ
た
ま
ち　
八
幡
平
市
」と
し
ま
す
。こ
れ

は
本
市
が
、
豊
か
な
緑
や
良
質
な
水
、
美

し
い
景
観
に
あ
ふ
れ
る
地
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
、今
後
も
こ
の
貴
重
な
財
産
を
育
み
、

環
境
保
全
に
努
め
、
責
任
を
も
っ
て
次
代

へ
継
承
し
て
い
く
、
と
い
う
考
え
方
を
示

す
も
の
で
す
。

◎
環
境
は
み
ん
な
で
守
る
も
の

　

本
計
画
は
市
民
や
事
業
者
、
関
係
団

体
、
行
政
な
ど
が
連
携
・
協
働
し
合
い

な
が
ら
環
境
保
護
に
取
り
組
む
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

◎
５
つ
の
基
本
方
針

　

環
境
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
５

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
ま

し
た
。

❶
自
然
共
生
型
ま
ち
づ
く
り　
豊
か
な
自

然
環
境
が
守
ら
れ
る
と
と
も
に
、
生
物
の

多
様
性
が
確
保
さ
れ
、
人
と
自
然
が
共
生

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

❶自然共生型まちづくり
・希少野生動植物の採取、盗掘をしない
・外来生物の駆除、在来種の保護に努める
・河川などでの利用マナーを守る
・水生生物調査に参加し、水辺
環境への理解を深める
・所有農地を適正に管理する

❷安心・快適型まちづくり
・ごみの野外焼却を絶対にしない
・洗剤は適量を使用し、廃食用油や残飯などは排水管
に流さないで適切に処理する
・下水道への接続や浄化槽の設置に努める
・灯油タンクなどからの油漏れに注意する
・深夜や早朝には、騒音や振動
が発生する機器の使用を控える
・側溝や排水路を清潔に保ち、
悪臭の発生を防ぐ

❸資源循環型まちづくり
・ごみの分別をし、ごみの減量化や資源化に努める
・５Ｒ（※）に積極的に取り組む・食品ロスの削減に向
けた取り組みを実践する
・ごみの不法投棄やポイ捨てをしない
・ごみの不法投棄やポイ捨てを
されないように、所有地の適正
な管理に努める
・地域の清掃活動に積極的に参
加する
※リデュース（減らす）、リユース（再使用）、リフューズ（断る）、

リペアー（修理）、リサイクル（再生使用）の5つの行動。

■5 つの基本方針ごとの取り組み例 ❹温暖化対策型まちづくり
・自動車のアイドリングストップやエコドライブに努
める
・住宅の新築、増改築時には、住まいの省エネ（高断熱、
高気密）化に努める
・見ないテレビはこまめに消したり、カーテンで窓か
らの熱の出入りを防いだりして家庭での省エネル
ギーに取り組む
・薪、ペレットストーブを導入し、間伐材などの利用
に努める
・再生可能エネルギーなどに関心を持つ
・再生可能エネルギー利用設備
の導入に努める
・気候変動やその影響に関心
を持ち、自然災害に備える

❺協働・参加型まちづくり
・所有地の不要な資材などの整理、撤去に努める
・住宅や小屋などの建物を建築するときは、周囲の景
観との調和に配慮する
・敷地内の緑化と美化に努める
・道路や公園などでの犬の糞の処理について、マナー
を守る
・地域の歴史的、文化的遺産を理解して保存活動に参
加、協力する
・地域の祭りや伝統芸能活動に
積極的に参加、協力する
・イベントや講習会等に積極的
に参加する
・参加した環境保全活動の情報発信を積極的にする
・環境について学んだことや考えたことを、家族や地
域、学校などで積極的に話し合い、自分のこととし
て捉える

❷
安
心
・
快
適
型
ま
ち
づ
く
り　
環
境
基

準
を
満
た
し
た
安
心
で
き
る
環
境
の
中

で
、
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

❸
資
源
循
環
型
ま
ち
づ
く
り　
廃
棄
物
の

発
生
を
抑
制
し
な
が
ら
、
資
源
を
循
環
利

用
す
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

❹
温
暖
化
対
策
型
ま
ち
づ
く
り　

温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
森
林
の
保

全
に
よ
っ
て
植
物
の
二
酸
化
炭
素
吸
収

量
を
高
め
、
脱
炭
素
を
実
現
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

❺
協
働
・
参
加
型
ま
ち
づ
く
り　
市
民
・

事
業
者
・
関
係
団
体
・
行
政
な
ど
の
連
携
・

協
働
に
よ
り
、
景
観
が
保
た
れ
、
恵
ま
れ

た
環
境
が
継
承
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

◎
計
画
は
令
和　

年
度
ま
で

　

本
計
画
の
期
間
は
令
和
４
年
度
か
ら

13
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。
上
位
計

画
の
市
総
合
計
画
基
本
構
想
と
整
合
性

を
図
る
た
め
、
８
年
度
に
中
間
評
価
を

し
ま
す
。

　

ま
た
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
勘
案

し
、
市
環
境
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

市環境基本計画を策定第
2
次

自然をはぐくみ、景観にすぐれたまちを目指して

　平成2２年に制定した市環境基本条例、24年に策定した市環境基本計画の
成果と課題を整理し、第2次環境基本計画を定めました。
　今号では、計画の概要を紹介します。
■問い合わせ先　市民課環境衛生係（☎・内線１０６９）
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市税市税
3,140,406千円3,140,406千円

（（++6.2％）6.2％）

繰入金繰入金
1,513,408千円1,513,408千円

（▲14.0％）（▲14.0％）

諸収入諸収入
701,333千円701,333千円

（▲2.1％）（▲2.1％）

その他の自主財源その他の自主財源
326,436千円326,436千円

（▲3.9％）（▲3.9％）

地方交付税地方交付税
8,000,000千円8,000,000千円

(+5.3％）(+5.3％）

市債市債
1,021,000千円1,021,000千円

（▲45.3％）（▲45.3％）

国庫支出金国庫支出金
1,850,692千円1,850,692千円

（（▲▲1.4％）1.4％）

県支出金県支出金
1,577,921千円1,577,921千円

（（++12.1％）12.1％）

その他の依存財源その他の依存財源
1,049,804千円1,049,804千円

（+4.3％）（+4.3％）

自主財源自主財源
（▲1.6％）（▲1.6％）

歳入

歳出

議会費議会費
162,467千円162,467千円

（▲7.9％）（▲7.9％）

総務費総務費
2,344,053千円2,344,053千円

（+5.3％）（+5.3％）

民生費民生費
4,877,985千円4,877,985千円

（（▲▲10.7％）10.7％）

衛生費衛生費
2,026,330千円2,026,330千円

（+0.6％）（+0.6％）

労働費労働費
11,394千円（0.0％）11,394千円（0.0％）

農林水産業費農林水産業費
1,496,062 千円1,496,062 千円

（▲ 15.6％）（▲ 15.6％）商工費商工費
1,063,235千円（1,063,235千円（++56,1％）56,1％）

土木費土木費
1,679,028千円1,679,028千円

（（++0.8％）0.8％）

消防費消防費
861,579千円（861,579千円（++0.4％）0.4％）

教育費教育費
1,801,535千円1,801,535千円

（+14.7％）（+14.7％）

公債費公債費
2,825,945千円2,825,945千円
       （       （▲▲7.7％）7.7％）

予備費予備費
30,000 千円30,000 千円

（0.0％）（0.0％）
災害復旧費災害復旧費
1,385 千円1,385 千円

（0.0％）（0.0％）

　令和4年度一般会計の予算総額は、
191億8,100万円で、3年度と比較し、3
億5,000万円（1.8％）減です。
　第２次八幡平市総合計画の将来像で
ある「農と輝の大地～ともに暮らし、し
あわせ感じる八幡平市～」の実現と人口
減少問題の克服、本市の活性化のための
「八幡平市第2期まち・ひと・しごと創
生総合戦略」につながるよう、各種施策
について、より実効性の高い事業に取り
組んでいきます。

【主な歳出の内容】
▶議会費＝市議会の運営のために使うお金　▶
総務費＝行政全般の事務に関する経費、財産管
理などに使うお金　▶民生費＝障がいのある人
や高齢者の支援、子育て支援・生活保護などに
使うお金　▶衛生費＝予防接種、健康診断、ご
み処理などに使うお金　▶労働費＝雇用促進対
策のために使うお金　▶農林水産業費＝農業や
林業振興などに使うお金　▶商工費＝商工業の
振興や観光イベントなどに使うお金　▶土木費
＝道路補修や除雪、市営住宅管理などに使うお
金　▶消防費＝消防署の経費の負担や消防団
員の報酬、防災行政無線の整備などに使うお金　
▶教育費＝小・中学生などの教育のために使う
お金　▶災害復旧費＝公共土木施設や農業用施
設などが被災した場合、従前の機能を回復する
ために使うお金　▶公債費＝市債（借入金）を
返済するために支払うお金

【主な歳入の内容】
▶市税＝市民税、固定資産税、軽自動車税、市
たばこ税、入湯税　▶繰入金＝積立金の取り崩
しや、ある会計から別な会計に繰り入れるお金　
▶地方交付税＝所得税など国税から財政状況に
応じて交付されるお金　▶市債＝建設事業など
を行うために市が借りるお金　▶国庫（県）支
出金＝特定の行政目的を達成するため、その経
費に充てることを条件に国（県）から交付され
るお金

令和4年度新規（拡充）事業の主な内容
議会運営費（備品購入費など）【4,013千円】

議会の効率的な運営やペーパーレス化を進めるため、タブ
レット端末を購入

公有財産管理事業【69,900千円】

西根総合支所の移転先として、旧ＪＡ新いわて西根支所の土
地・建物を取得

市政モニターの設置（報酬）【150千円】

市政に関する市民の声を聴き施策の推進に資するため、市政モ
ニター制度を開始

ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン支援費補助
金【164,000千円】

ハロウインターナショナルスクール安比ジャパンの開校に伴
い、本市の地域振興への貢献、国際交流などへの寄与が期待さ
れることから、学校法人との連携を図るとともに、安定的な運
営を支援するため、学校法人へ補助

コミュニティセンター等管理事業（工事請負費）【4,449千円】

細野コミュニティセンター外壁などを改修

出産祝金支給事業【50,000千円】

児童の健全な育成と児童福祉の増進に寄与することを目的
に、第１子から支給対象とし、50万円の出産祝い金を支給

清掃センター管理事業（工事請負費）【39,800千円】

一般廃棄物最終処分場連絡道路を改修

産直施設維持管理事業（工事請負費）【8,247千円】

自然休養村総合交流促進施設（松ちゃん市場）の外壁を改修

花き品種開発事業（工事請負費）【8,635千円】

花き研究開発センター叺田ガラス温室の栽培用ベンチなどを
改修

林業振興事業【129,454千円】

林業振興基金を活用した航空レーザ計測による森林資源解
析。薪ストーブ購入費補助、森林整備事業かさ上げ補助、林
業新規就業者などに対して補助

大更駅前拠点施設整備事業【139,040千円】

（仮称）大更駅前顔づくり施設の実施設計

企業立地促進事業（補助金）【300,000千円】

市内への企業立地の促進、雇用の場の確保を図ることを目的
に、企業が工場などを新設または増設する場合に要する経費
に対して補助

市営住宅維持管理事業（工事請負費）【8,227千円】

市営時森住宅の屋根を塗装

防災行政無線整備事業（工事請負費）【13,046千円】

防災行政無線難聴エリア２地区（田頭・柏台）に、防災行政無
線屋外拡声子局を増設整備

平舘高等学校教育振興事業【5,630千円】

進路指導、部活動の強化などに対する支援に加え、制服購入
費用を支援

中学校管理事業（工事請負費）【64,572千円】

松尾中学校のトイレを改修

教育振興事業（補助金）【1,342千円】

中学生が受験する英語検定の受験料（１回分）を補助

体育振興事業（補助金）【107,000千円】

特別国民体育大会冬季大会スキー競技会の開催に対して補助

令和４年度一般会計予算

前年度比3億5,000万円（1.8％）減

依存財源依存財源
（▲1.9％）（▲1.9％）

191 8,100億 万円

令和４年度特別会計予算額 （千円・％）
4年度 ３年度 伸び率

国民健康保険 3,190,984 3,190,736 0.0
後期高齢者医療 323,310 292,477 10.5

令和4年度企業会計予算額 （千円・％）
病院事業 4年度 3年度 伸び率
収益的収入 1,603,470 1,404,544 14.2
収益的支出 1,834,926 1,697,780 8.1
資本的収入 253,795 147,871 71.6
資本的支出 274,251 149,706 83.2

水道事業 4年度 ３年度 伸び率
収益的収入 578,218 584,666 ▲ 1.1
収益的支出 553,952 555,172 ▲ 0.2
資本的収入 211,249 300,978 ▲ 29.8
資本的支出 533,961 629,894 ▲ 15.2

下水道事業 ４年度 ３年度 伸び率
収益的収入 1,144,029 1,125,462 1.6
収益的支出 1,067,684 1,071,909 ▲ 0.4
資本的収入 483,092 463,343 4.3
資本的支出 967,534 920,729 5.1
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市役所からのHOT LINE
　
市
は
、
令
和
５
年
度
採
用
予
定

の
市
職
員
採
用
試
験（
前
期
）を
行

い
ま
す
。

■
職
種
、
採
用
予
定
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数　
上
級

事
務【
若
干
名
】

■
受
験
資
格　

平
成
３
年
４
月

２
日
以
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に
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ま
れ
た
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で
、

大
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大
学
を
除
く
）を
卒

業
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た
人
、
ま
た
は
令
和
５
年

３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人

■
試
験
日
、
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場　
受
験
案
内
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
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込
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受
験
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込
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に
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要
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項
を
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の
上
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持
参

ま
た
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。

■
受
験
案
内
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付
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月
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２
３
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市
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員
採
用
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験
を
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域
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備
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変
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り
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申
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と
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す
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■
申
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農
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５
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市
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。
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政
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４
１
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

軽
微
な
変
更
の
受
け
付
け

◎
市
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市
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。
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付
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し
た
。

◎
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
生
活
が
苦
し

い
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
納
期
限
内
に
納
付
で
き

な
い
場
合
は
、
事
前
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た

納
付
計
画
な
ど
の
納
税
相
談
を

行
い
ま
す
。

◎
窓
口
延
長
を
し
て
い
ま
す

　

毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

は
、
本
庁
で
午
後
５
時
15
分
か
ら

７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
、

各
種
証
明
書
の
発
行
や
市
税
な
ど

の
収
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
収
納

係（
☎
・
内
線
１
１
２
８・
１
１

２
９
）

子
育
て
支
援
の
新
た
な
試
み

　

市
は
子
育
て
に
関
わ
る
不
安

解
消
や
子
ど
も
の
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。時
代
に
合
わ

せ
た
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

た
め
、㈱
キ
ッ
ズ
パ
ブ
リ
ッ
ク
と

共
同
で
産
婦
人
科
医
・
小
児
科

医
・
助
産
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性
に
つ

い
て
の
実
証
を
始
め
ま
す
。

登
録
・
利
用
は
無
料
で
す

　

産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
、小
児

科
オ
ン
ラ
イ
ン
の
２
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
。同
社
に
所
属
し
て
い
る

１
７
０
人
以
上
の
医
師
・
助
産
師

が
、
メ
ー
ル（
常
時
・
24
時
間
以

内
に
返
信
）、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
電
話

（
平
日
午
後
６
時
〜
10
時
・
予
約

制
）で
皆
さ
ん
の
相
談
に
対
応
し

ま
す
。登
録
す
れ
ば
何
度
で
も
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

妊
産
婦
や
15
才
ま
で
の
子
供

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、病
気

や
発
達
に
関
す
る
疑
問
な
ど
、ど

ん
な
こ
と
で
も
現
役
の
医
師
・
助

産
師
が
答
え
ま
す
。

　

今
回
行
う
実
証
は
12
月
末
日

ま
で
の
予
定
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、子
育
て
支
援
の
充
実

に
寄
与
す
る
か
を
見
定
め
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

参
加
と
調
査
に
ご
協
力
を

　

実
証
に
参
加
で
き
る
人
は
、
次

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
友
だ

ち
追
加
と
サ
ー
ビ
ス
の
会
員
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。
通
信
費
以
外

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
随
時
行
い
ま
す

の
で
、
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉

課
健
康
推
進
係（
☎
・
内
線

１
０
９
０
）

2424
時
間
ス
マ
ホ
で

時
間
ス
マ
ホ
で
医
師
医
師
にに
無
料
相
談

無
料
相
談
で
き
る

で
き
る

妊娠・出産・子育ての悩みに
オンラインでお答えします
　子育ては、毎日が経験したことのない出来事の連続です。体調変化などで「病院に行くべき
なのか」「どう対処すれば良いのか」と困っても、確かな知識を持った専門家はその場におら
ず、ネット検索などを頼りに不安な対応をすることが多くなりがちです。そんな子育て世代
の悩みを解消するため、市は５月から24時間オンラインで産婦人科医や小児科医に相談でき
るサービスについての実証を行います。

㈱ Kids Public㈱ Kids Public
代表取締役 小児科医代表取締役 小児科医

橋本 直也橋本 直也
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市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。 【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

広
報
は
ち
ま
ん
た
い
4
月
7
日

号（
№
３
２
2
）の
9
～
13
㌻

「
市
職
員
人
事
異
動
」の
記
事

で
、
所
属
と
名
前
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び
と
訂
正

誤 正 誤 正 誤 正 誤 正 
市
立
病
院

 
市
立
病
院

 

市
立
病
院

 

市
立
病
院

 

松
尾
保
育
所

 

寺
田
保
育
所

 

寺
田
保
育
所

 

地
域
福
祉
課

所　
属

 

松
原
　
望
美

 

田
村
　
望
美

 

髙
橋
　
聖
美

 

松
原
　
聖
美

 

本
堂
　
由
紀
子

 

本
堂
　
由
紀
子

 

橋
本
　
哲
矢

 

橋
本
　
哲
矢

氏　
名

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
物
品
の
寄
付
】

▼
市
建
設
協
同
組
合
…
４
月
４

日
、公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、軽
ト
ラ
ッ
ク

1
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

市
は
、
自
分
や
家
族
の
心
の

悩
み
、
ひ
き
こ
も
り
や
ア
ル

コ
ー
ル
の
問
題
な
ど
を
抱
え
る

人
に
対
し
、
専
門
医
に
よ
る
相

談
会
を
開
き
ま
す
。

　
相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

■
日
時　
６
月
13
日
㈪
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で

■
場
所　
市
役
所
相
談
室

■
申
込
期
限　
６
月
１
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
１
０
９
１
）

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
専
門

医
へ
相
談
し
ま
せ
ん
か

お
で
か
け
i‒

サ
ポ
開
催

　

会
員
登
録
制
に
よ
り
１
対
１

の
出
会
い
の
機
会
を
提
供
し
て

い
る
い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ｉ‒

サ
ポ
」

の
ス
タ
ッ
フ
が
出
張
し
て
、会
員

登
録
、
相
手
探
し
な
ど
を
す
る

「
お
で
か
け
ｉ‒

サ
ポ
」を
開
き

　
欠
員
が
生
じ
て
い
た
大
更
・
田

頭
区
域
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
松
村
芳
明
さ
ん
＝
渋
川
開

拓
＝
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
令
和
６
年
８
月
31
日
ま
で
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
欠
員
区
域
を
解
消

ま
す
。

　
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
ｉ‒

サ
ポ

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

５
月
29
日
㈰
正
午
か

ら
午
後
3
時
ま
で

■
場
所　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー

ル
棟

■
新
規
入
会

▼
入
会
条
件　
20
歳
以
上
の
独
身

者
で
県
内
に
居
住
し
て
い
る
か
結

婚
後
県
内
に
居
住
で
き
る
人

▼
入
会
登
録
方
法　

入
会
申
込

書
と
本
人
確
認
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
独
身
を
証
明
す
る

書
類
、
写
真
、
入
会
登
録
料
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
会
登

録
料
は
１
万
円
で
、
２
年
間
有

効
で
す
。
市
か
ら
半
額
の
補
助

が
あ
り
ま
す
。
※
コ
ピ
ー
が
必

要
な
書
類
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
約
申
込
時
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
相
手
検
索　
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
し
て
、希
望
条
件
に
合
っ
た
相

手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
検
索
し
、

会
っ
て
み
た
い
人
を
選
び
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法　
５
月
26
日

㈭
ま
で
に
ｉ‒

サ
ポ
盛
岡（
☎

０
１
９
・
６
０
１
・
９
９
５
５
）

に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員

会
事
務
局
農
業
振
興
係（
☎
・
内

線
１
３
５
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係
（ 

☎ 

・
内
線

１
１
１
４
）

（3月届け出分）

■人口の動き【3月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,778（－26） 6,323（＋26）
松 尾 5,429（＋4） 2,461（＋8）
安 代 3，969（－2） 1,769（＋2）
合 計 24,176（－24） 10,553（＋36）
男 性 11,640（－4）
女 性 12,536（－20）

出生 8 死亡 38
転入 123 転出 117

項 目 3月 １月からの累計

人身事故 2（1） 5（2）
物損事故 45（30） 125（115）
負 傷 者 5（1） 12（2）
死 者 0（０） ０（0）
飲酒運転 ０（０） ０（0）
火 災 1（1） 5（3）
救 急 95（100） 277（327）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

個人情報保護の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

６月17日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） ６月９日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1063 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は9：00）か
ら受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、症状が重い子どもの治療
に支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診し
ましょう。
※新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、内科で初診を受け、医師が必要
と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
東八幡平病院（☎78-2511） 大里医院（☎22-1251）
八幡平市立病院（☎76-3111） 鹿角中央病院（☎23-4131）

かづの厚生病院（☎23-2111）
大湯リハビリ病院（☎37-3511）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎019-654-1080）

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
すみれ薬局（☎78-8075） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
大更調剤薬局（☎70-1320） 日本調剤薬局（☎30-1193）

ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎30-0080）

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
か
ら
、
エ
フ
エ
ム
岩
手
で
八
幡
平
・
岩
手
・
葛
巻
３
市
町
情
報
発
信
番
組「
H
i
k
i
n
g（
は
い
き
ん
ぐ
）レ
デ
ィ
オ
」を
放
送
し
て
い
ま
す
。

市税納期（納期限５月31日）　固定資産税（第１期）、軽自動車税 県税納期（納期限５月31日）　自動車税種別割  

５月23日〜６月19日

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（市役所多目的ホール棟）
■大更コミセン＝ふれあい大
学・大更婦人学級合同「開講
式＆第１回講座」　10：00～
12：00

■図書館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝乳幼児健康
相 談 ・ 離 乳 食 教 室【 受 付 】　
9：30～9：40（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）
■田頭コミセン＝のびのび体
操教室　10：00～11：00
■体育協会＝姿勢改善エクサ
サイズ　10：00～11：00（市総
合運動公園体育館）

■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（寺田コミセン）
■体育協会＝姿勢改善エクサ
サ イ ズ　10：00～11：00（安代
地区体育館）

■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（寺田コミセン）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（松尾コミセン）

■図書館休館日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（松尾コミセン）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：50～14:50（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　10：00～11：00（市総合
運動公園体育館）
■商工観光課＝八幡平山開き

（山開き式は10：00 から八幡
平山頂レストハウス）
■教育指導課＝令和４年度教
科書展示会　９：00～17：00（市
役所）　※20日まで

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　10：00～11：00（安代地
区体育館）

■寺田コミセン＝寺田の歴史
学校　9:30～15:00

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～15：00（荒沢地区）
■体育協会＝キッズサッカー
教室　18：00～19：00（アリー
ナまつお）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
12：00～14：30（田山地区）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　10：00～11：00（市総合
運動公園体育館）▶八幡平市
長杯ゲートボール大会　8：
30～ 15：00（アリーナまつお）

■広報はちまんたい発行日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（田山コミセン）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　10：00～11：00（安代地
区体育館）
■寺田コミセン＝茶道教室寺
子屋　15：30～16：45
■体育協会＝ナイトグループ
ラ ン ニ ン グ 　 18：30～19：30

（市総合運動公園）

■健康福祉課＝循環器系健診
【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（田山コミセン）
■田頭コミセン＝のびのび体
操教室　10：00～11：00

■議会事務局＝市議会６月定
例会・議案上程ほか（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・一般質問（予定）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■体育協会＝キッズサッカー
教室　18：00～19：00（安代地
区体育館）
■田頭コミセン＝寺子屋パス
テルアート教室　10：00～12：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶１歳６カ月
児健診【受付】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）▶２
歳6カ月児歯科健診【受付】　
14：00～14：15（市役所多目的
ホール棟）
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　10：00～11：00（市総合
運動公園体育館）

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■体育協会＝ストレッチ運動
教室　10：00～11：00（安代地
区体育館）
■体育協会＝ナイトグループ
ラ ン ニ ン グ 　 18：30～19：30

（安代地区体育館周辺）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月定
例会・委員長報告ほか（予定）
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26	 小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日
■健康福祉課＝循環器系健診

【受付】　9：30～11：00、13：30～
15：00（松尾コミセン）
■体育協会＝市民卓球大会　
8：45～15：00（市総合運動公園
体育館）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝乳がん検診【受
付】　9：30～10：30（田頭コミセ
ン）、13：30～14：30（寺田コミセン）
■ 大 更 コ ミ セ ン ＝ ソ フ ト
ボール 8：00～12：00（大更小
校庭）

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）すみれ薬局・

（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝もうすぐパパ
ママ教室【受付】　9：00～9：30

（松尾コミセン）
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11:00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日
臨時開庁　9：00~12：00（市民
課）
■健康福祉課＝献血　9：30～
12：00、13：30～16：00（いわて生
協ベルフ八幡平）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）柏台薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■市役所閉庁日 ■市役所閉庁日
■健康福祉課＝乳がん検診

【 受 付 】　 9：30～10：30、13：
30～14：30（市役所多目的ホー
ル棟）
■体育協会＝キッズサッカー
教室　10：00～11：00（鬼清水
球技場）
■大更コミセン＝グラウンド
ゴルフ大会　8：00～12：00（松
尾総合運動公園）
▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）ヘルシークラブ厚
生病院前薬局

28	 29	

4	 5	

11	 12	

18	 19
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的の企業や団体からのお知らせは、広告枠をご利用ください。

地域を守る警察官の 
採用試験を行います

　岩手警察署では、警察官Aの採
用試験を実施します。
■採用予定人数　▶男性36人程
度▶女性8人程度
■受験資格　昭和62年４月２日以
降に生まれ、大学（短期大学を除く）
を卒業した人または令和５年３月
31日までに卒業する見込みの人
■申込期限　６月10日㈮
■１次試験日　７月10日㈰
■会場　▶盛岡会場（岩手大学理工
学部）▶東京会場（都道府県会館）
■問い合わせ先　同署（☎62-0110）

精神障がいを支える 
家族のための相談会

　(特非)県精神保健福祉連合会で
は、統合失調症などの精神障がい
の人を支える家族を対象に、同じ
立場の家族が相談に応じる個別相
談会を2会場で開きます。
◎ふれあいランド岩手
■日時　６月10日㈮、７月8日㈮、
８月 12日㈮、９月9日㈮のいずれ
も午前10時から午後１時まで
◎盛岡市総合福祉センター
■日時　５月24日㈫、６月28日
㈫、７月26日㈫、８月23日㈫、９
月27日㈫のいずれも午後１時か
ら５時まで
■問い合わせ先　同連合会事務局

（☎019-637-7600）火・木・金曜
日の午前9時から午後４時まで

介護職員初任者研修 
受講者を募集します

　（福）みちのく協会では、介護職
員初任者研修（ホームヘルパー２
級養成研修）を開催します。介護職
員初任者研修修了の資格が得られ
ます。
■開催日　６月6日㈪から11月
16日㈬まで全22回開催
■場所　（特養）富士見荘
■受講料　６万円
■申込期限　５月25日㈬
■問い合わせ先　同施設・大金

（☎78-2455）

4月15日から６月１５日は 
春の農作業安全月間です

　これから春の農繁期を迎え、農
作業事故の発生が懸念されます。
県では「しめよう！シートベルト」
をテーマに農作業事故防止運動を
展開します。農作業に従事する際
は、次の点にも注意して事故防止
に努めましょう。
▶農業機械は日常点検・定期点
検を怠らない。▶トラクターに
安全フレームを装着し、運転者
はシートベルトを着用する。▶
作業機をトラクターに付けた状
態で公道を走行する際は、灯火
器類を設置する。　※万が一に
備えて労災保険の加入を検討し
ましょう。
■問い合わせ先　県農林水産部
農産園芸課（☎019-629-5708）

市民後見人となって 
社会貢献しませんか

　盛岡広域８市町では、成年後見
に関する知識、技術などが習得で
きる講座を開きます。
■日時　7月14日㈭から9月22
日㈭まで全９回、いずれの日も
おおむね午前10時から午後４時
半まで
■対象　次の要件を満たす人❶盛
岡広域８市町に在住または通勤・
通学している❷４月１日時点で
20歳以上❸原則、全ての科目を受
講できる❹破産者など後見人の欠
格事由に該当しない❺弁護士、司
法書士など専門職でない
■場所　岩手教育会館
■参加料・定員　無料・30人
■申し込み方法　申込書をファ
クスまたは郵送、持参（盛岡広域
成年後見センター 〒020-0022盛
岡市大通一丁目１-16）※申込書
は市役所健康福祉課窓口から交
付または市ウェブサイトからダ

労働安全衛生法に基づく 
出張特別試験を行います

　(公財)安全衛生技術試験協会東
北安全衛生技術センターでは、出
張特別試験を行います。
■試験日　８月27日㈯
■会場　アイーナ
■種類　❶一級・二級ボイラー技
士、クレーン・デリック運転士（ク
レーン限定）潜水士❷第一種・第
二種衛生管理者、
■試験手数料　6,800円
■申請先　❶東北安全衛生技術セ
ンター❷(公財)岩手労働基準協会

ウンロード
■申込期限　6月10日㈮午後５
時半（必着）
■問い合わせ先　同センター（☎
019-626-6112、ファクス019-656-
0612）

■申請期間　❶、❷6月27日㈪か
ら７月6日㈬まで　※簡易書留で
必着
■問い合わせ先　同センター（☎
0223-23-3181）

安全安心に暮らすため 
電波のルールを守ろう

　６月1日㈬から10日㈮までは
「電波利用環境保護周知啓発強化
期間」です。電波は航空機や警察、
消防、救急用など私たちの生活の
安心・安全の確保に使われていま
す。電波はルールを守って正しく
使いましょう。
■問い合わせ先　総務省東北総合
通信局相談窓口（☎022-221-0641）

産直のレシートを集めて 
市共通商品券を当てよう

　市産直連携協議会では、協議会
に加盟している産直施設で購入し
たレシートを集めて、市共通商品
券が当たるレシートラリーを行っ
ています。
■実施期間　10月31日㈪まで
■応募方法　対象レシートを応募
用紙に貼り、加盟産直施設のレジ
係に提出
■応募期限　11月3日㈭
■問い合わせ先　同協議会（☎
78-3480）

多重債務でお困りの人 
専門相談員が応じます

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、返済できない借金で悩んでい
る人やその家族からの相談に応じ
ます。相談は無料です。
■日時　平日（祝日、年末年始を
除く）午前８時半から午後４時半
まで
■相談の電話番号　019-622-1637

看護師等免許保持者の 
届け出制度と復職支援

　県ナースセンターでは、保健師
や助産師、看護師、准看護師の免
許を持ち、その仕事に就いていな
い人を対象に、届け出制度による
情報を基に復職支援などを行って
います。
■届け出方法　❶インターネット
での届け出▶看護師等の届け出サ
イト「とどけるん」に入力❷書面で
の届け出▶同センターに届出票を
郵送　※病院などの開設者が代わ
りに届け出することもできます。
■問い合わせ先　同センター（☎
019-662-8213）

年金記録の確認などは 
インターネットが便利

　日本年金機構では、24時間いつ
でもどこでもパソコンやスマート
フォンで自分の年金情報を確認で
きる「ねんきんネット」の利用を勧
めています。年金記録のほか、将
来受け取る年金見込み額の確認や
各種通知書の再交付申請ができま
す。インターネットで「ねんきん
ネット」と検索するか、マイナポー
タルから利用できます。
■問い合わせ先　▶盛岡年金事務
所（☎019-623-6211）▶ねんきん
ネット専用電話（☎0570-058-555）

松尾B&G海洋センター 
臨時職員を若干名募集中

　(一社)市体育協会では、松尾Ｂ
＆Ｇ海洋センターの臨時職員を若
干名募集しています。
■雇用期間　７月１日㈮から８月
31日㈬まで

税務のスペシャリスト 
税務職員を募集します

　仙台国税局では、税務職員の採
用試験を行います。
■第１次試験日　９月４日㈰　
■受験資格　❶４月１日において
高校卒業後３年を経過していない
人または5年３月までに高校を
卒業する見込みの人❷人事院が❶
に準ずると認める人
■申込期間　６月20日㈪から29
日㈬まで
■申し込み方法 国家公務員試験
採用情報NAVIからインターネッ
ト申し込み
■問い合わせ先　同局人事第二課
試験研修係（☎022-263-1111・内
線3236）または人事院東北事務局

（☎022-221-2022）

■応募資格　18歳以上の人
■応募方法　履歴書を同協会各事
務所に提出
■応募期限　６月17日㈮
■問い合わせ先　同協会松尾事務
所（☎76-3237）

自動車税は５月31日まで 
忘れずに納付しましょう

　自動車税種別割は、４月１日現
在の所有者に課税されます。広域
振興局から送付される納税通知書
により、最寄りの金融機関などで
納めてください。
　転居した人で納税通知書が届か
ない場合は、連絡してください。
■問い合わせ先　盛岡広域振興局
県税部（☎019-629-6546）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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介護のココロ
市地域包括支援センター ☎・内線1082

　
高
齢
で
日
常
生
活
に
悩
み
を
抱
え

た
ま
ま
生
活
し
て
い
た
り
、
高
齢
な

親
の
暮
ら
し
を
支
え
る
の
が
大
変
と

悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）で
は
、介
護
予
防
の
こ
と
、

介
護
保
険
の
こ
と
、
認
知
症
の
こ
と
、

財
産
管
理
の
こ
と
、
高
齢
者
虐
待
の

こ
と
な
ど
高
齢
者
の
抱
え
る
生
活
の

悩
み
に
つ
い
て
、
幅
広
く
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
市
在
住
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
ま
た
は
そ
の
家
族
な
ど

が
利
用
で
き
ま
す
。
相
談
に
は
主
任

介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
と
い
っ
た
専
門
の
職
員
が

チ
ー
ム
と
な
っ
て
対
応
し
、
総
合
的

に
支
援
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
役
割
を
持
ち
、

各
地
域
に
根
差
す
相
談
窓
口「
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ブ
ラ
ン
チ
）で
も
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
窓
口
相
談
や
電
話
の

ほ
か
、
家
庭
を
訪
問
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

担当地域 名称 所在地 電話番号 窓口開設時間

市全域 市地域包括支援センター 市役所健康福祉課内 74-2111 平日午前８時半から
午後５時15分まで

西根地区 西根在宅介護支援センター (特養)むらさき苑内（西根会
指定居宅介護支援事業所内） 75-1255 平日午前8時半から

午後5時半まで

松尾地区 松尾在宅介護支援センター 東八幡平病院内（指定居宅介
護支援事業所のぞみ内 ） 71-1012

平日午前９時から午
後5時半まで、土曜
日午前9時から午後
０時半まで

安代地区 りんどう苑在宅介護支援セン
ター

（特養)りんどう苑内（安代会
居宅介護支援事業所内 ） 73-2860 平日午前８時半から

午後５時半まで

ヘルプマークヘルプマーク
ご存知ですかご存知ですか

ささえあいの輪
地域福祉課障がい福祉係 ☎・内線1108

　ヘルプマークは、内部障がいや難
病の人、義足や人工関節を使用し
ている人、妊娠初期の人など、外
見からは分かりにくくても援助を
必要する人が、周囲の人に配慮の
必要性を知らせるマークです。
◆ヘルプマークを身に着けた人を
見かけたら
▶電車・バスの中では席を譲りましょう
　外見では健康に見えても、疲れやすく、つり革
につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが困
難な人がいます。また、外見からは分かりにくい
ため、優先席に座っていると不審な目で見られ、
ストレスを受けることがあります。
▶駅や商業施設などでは、声をかけるなどの配慮
をしましょう。

　交通機関の事故や突発的な出来事に対して臨機応
変に対応することが困難な人や立ち上がる、歩く、
階段の昇降などの動作が困難な人がいます。
◆ヘルプマークを配布しています
　市では、ストラップ型ヘルプマークを配布してい
ます。伝えたいことを書いたシールを、片面に貼り
付けることもできるため、ストラップとしてかばん
などに着けて使うことができます
▶配布場所　市地域福祉課、西根総合支所、安代総
合支所、田山支所
▶配布対象者　原則、援助や配慮を必要としている
本人（障がい者、難病の人、妊娠中の女性など）か、
その家族
▶配布方法　申込者１人につきヘルプマーク１個
を無料で配布します。この際に、ヘルプマークの使
用に関するアンケートに協力してください。なお、
郵送での配布はしません。
※身体障害者手帳や身分証明書の提示は不要です。　

紅白のマーク

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

　
自
宅
か
ら
近
い
ス
キ
ー
場
で
練

習
が
で
き
、
指
導
を
受
け
た
い
先

生
も
い
た
た
め
、
ス
キ
ー
に
取
り

組
む
環
境
が
整
っ
て
い
る
平
高
に

入
学
を
決
め
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

　
部
活
動
を
一
番
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し

て
入
賞
す
る
こ
と
が
目
標
な
の

で
、10
㌔
ラ
ン
や
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、

水
泳
、
ウ
エ
イ
ト
な
ど
夏
場
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
全
力
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
目
標
が
明
確
な
の
で
、

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り

あ
り
ま
せ
ん
。

★
平
高
の
魅
力
は
？

　
各
種
行
事
が
楽
し
い
こ
と
、
地

域
の
人
と
の
交
流
も
あ
り
、
来
校

時
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た
り
、

応
援
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。

★
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標

　
将
来
の
夢
は
保
育
士
に
な
る
こ

と
で
す
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
て
子

ど
も
た
ち
と
楽
し
く
歌
を
歌
っ
た

り
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
遊

ん
だ
り
し
て
、
子
ど
も
が
心
を
開

き
、
頼
ら
れ
る
保
育
士
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
部
活
動

と
勉
強
を
両
立
し
、
資
格
を
取
得

す
る
た
め
に
、
大
学
に
進
学
し
た

い
で
す
。

　スキー部　部長

工藤 瑞
み ず ほ

歩さん
（普通科3年：安代中出身）

地元で開催された第71回全国高等学校スキー大会
で積極果敢に滑走する工藤さん

◆それぞれの思いを胸に　新たなスタート
　平舘高校入学式は４月８日、本校体育館で行わ
れ、新しい制服をまとい、りりしい態度で臨んだ新
入生５２名が北島亨校長から入学許可を受けました。
　北島校長は「夢の実現のために今をどう生きるか
が大事、日々の生活の中でさまざまなことに関心を
持ちながら生活していこう」と式辞。佐々木孝弘市

長 は「 目 標 意 識 を
持って勉学に励み、
充実した生活を送っ
てほしい」と激励し
ました。新入生代表
の井戸竜汰さんは

「目標達成のため精

一杯努力すること、あらゆることに積極的に取り組
むこと、地域社会に貢献すること」と宣誓。迎える
在校生代表の生徒会長小澤優奈さんは「校訓の開拓
者精神のもと、共によりよい平舘高校を築きあげて
いきましょう」と歓迎しました。新入生は保護者に
見守られ、新たな一歩を踏み出しました。
◆２年連続県大会出場を目指して
　平高野球部は新入部員７人を迎え、部員１8人で
スタートしました。昨年度は持ち前のチームワー
クで激戦の盛岡地区大会を勝ち上がり、県大会に

令和４年度入学式を挙行

出場し、歴史的１勝を
挙げました。
　部員は、先輩を超え
る成績を残したいとい
う意気込みで、日々練
習に励んでいます。誓いの言葉を述べる井戸さん 新ユニフォーム「平高ブルー」

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す

　
高
齢
者
の
生
活
の
困
り
ご
と
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
高
齢
者
の
生
活
の
困
り
ご
と
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

松尾鉱山資料館松尾鉱山資料館だよりだより
M A T S U O  M I N E  M U S E U M

松尾鉱山資料館　TEL 78-2598

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

図書館図書館だよりだより
L I B R A R Y

鉱山の仕事を紹介「 松尾鉱業鉄道① 」

◆輸送の歴史（人力・荷馬車、ばん馬）
　開山当時、製錬硫黄などの元山～好摩駅間の輸
送は人の背や荷馬車が頼りで、好摩駅から先は東
北本線で運ばれていました。松尾鉱業㈱創業の大
正３年12月には屋敷台～寄木間7㌔の人力トロ
ッコ軌道が竣工し、５年に大更まで延長。６年に
は岩

い わ き た

北軌道㈱の
平舘～好摩間の
営業開始に合わ
せて全線を馬鉄
軌道化し、大更
２往復/日の月
間輸送量1,200
㌧を記録しまし
た。

◆鉱山専用鉄道から地方鉄道へ
　11年８月、花輪線の開通に伴い岩北軌道㈱は廃止、
昭和４年にガソリン機関車を導入し、屋敷台～大更
間は８～12往復/日に増え、一部は客室を連結しまし
た。7年から屋敷台駅や軌道、橋梁などの整備を進
め、９年３月からは鉱山専用鉄道として鉄道省払下
げの2500型蒸気機関車２両で運行を開始して大更４
往復/日の輸送になりました。化学産業などの需要も
伸び、13年には機関車も７両に増え、戦前最大の月
間輸送量65,000㌧を記録しました。
　戦時中の生産停滞や終戦直後の苦境を乗り越え、22
年に鉄道部を新設。硫化鉄鉱の肥料利用などによる需
要増に応え本数も大更12往復/日に回復し、翌年には機
関車9両を有する地方鉄道となって全国の駅に共通の
切符で乗り継げる連絡運輸も開始しました。さらに25
年からは京浜地区に向けて665㌧積/無

む が い し ゃ

蓋車19両の急行
「ピストン列車」（通称）での定量輸送が始まりました。ばん馬で荷物を輸送する馬鉄軌道

　旅の気分が味わえる旅行や街歩きの雑誌11点と、話
題のコミックスが蔵書に加わりましたので一部を紹介
します。人気書籍は予約をしてください。

◆エコバック募集中
　市立図書館では、貸し出しバッ
クとして再利用するエコバックを
集めています。不要になった不織
布や布製のエコバック、トートバ
ックなどがあれば、提供してくだ
さい。※現在貸出中のバックは定
期的に洗濯をしているので、利用
中の人は返却してください。

貸し出しバックは
カウンターに設置
しています

旅行雑誌 呪術廻戦

■■■　新着雑誌・コミックスの紹介　■■■

タイトル 著者／出版
るるぶ東京 ‘23 JTB パブリッシング
るるぶ北海道 ‘23 JTB パブリッシング
るるぶ岩手 ‘23 JTB パブリッシング
るるぶ仙台松島宮城 ‘23 JTB パブリッシング
るるぶ福島会津磐梯 ‘23 JTB パブリッシング
ことりっぷ　角館・盛岡 昭文社
ことりっぷ　いわて 昭文社
東北日帰りドライブ　ぴあ
MOOK ぴあ

呪術廻戦　0～18 芥見 下々／集英社

本
年
度
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
す
る

最
終
年
度
に
な
り
ま
す
。
着
任

当
初
は
、
取
材
の
段
取
り
や
撮

影
、
編
集
方
法
な
ど
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
苦
労
し
ま
し

た
。
先
輩
隊
員
の
後
を
引
き
継

い
で
携
わ
っ
て
い
る「
は
ち
ま

ん
た
い
通
信
」も
市
民
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
続

け
て
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

先
月
、
市
特
産
品
の
リ
ン
ド

ウ
生
産
を
支
え
る
雪
冷

房
り
ん
ど
う
培
養
育
苗
生
産
施

設
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
施
設
は
、
親
株
の
培
養
な
ど

を
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
冷

房
に
は
、
雪
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
取
材
当
日
は
、雪
氷
貯
蔵
庫

に
雪
入
れ
作
業
を
し
て
い
た
の

で
、
除
雪
車
に
乗
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
き
な
重
機
を
、自

分
の
手
の
よ
う
に
動
か
す
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
熟
練
の
技
に
驚
き

を
感
じ
つ
つ
、
重
機
の
ブ
レ
ー

ド
と
施
設
入
り
口
の
差
は
わ
ず

か
数
㌢
で
入
り
口
を
通
る
た
び

に
緊
張
し
ま
し
た
。
車
内
か
ら

撮
影
し
た
動
画
はYoutube

で

配
信
し
て
い
ま
す
の
で「
は
ち

ま
ん
た
い
通
信
編
集
局
」で
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
に
向
け
、
市
に
来
て

学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
移
住
定
住
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
活
用
で
き
る
市
Ｐ
Ｒ
動
画
の

制
作
を
始
め
て
い
ま
す
。
四
季

折
々
の
絶
景
な
ど
を
撮
影
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
八
幡
平
市
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。約８００㌧の容量がある雪氷貯蔵庫へ

の雪入れ作業

今月の担当

吉田 裕
ゆ う か

香 さん

Vol.96

Vol.65

コーラスななしぐれ

◎結成何年目？きっかけは？
　結成28年目です。指導を仰いでいる星慶

よ し や

哉先生
が旧安代町に転勤してきたことがきっかけで歌
うことが好きな仲間が集まり結成しました。地域
のシンボルでもある七時雨山にちなみ長く愛さ
れ続けるようなコーラスを目指し「コーラスなな

メンバー17人（4月1日現在）
代表：畠山 桂子＝秋葉＝

しぐれ」と名付けました。
◎活動の内容は？
　岩手地区合唱祭や県教育芸術祭、市芸術祭など
の発表会に向けて練
習しています。また、
ジャンルを問わず、さ
まざまな曲にチャレ
ンジして合唱を楽し
みながら活動してい
ます。 歌声が体育館に響き渡ります

◎活動の魅力は？
　ステージに立ったときの程よい緊張感と仲間
とともに作り上げた歌声が会場に響き渡ったと
きの感動は特別です。また、市内の合唱団と交流
することで互いに刺激を受け、歌唱力の向上や人
とのつながりが生まれるのも魅力の一つです。
◎今後の目標は？
　新型コロナウイルス感染症の拡大によりさま
ざまな行事が中止となり、活動を休止していまし
たが、４月から再開することができました。各種
行事に向け、会員が心をひとつにして美しいハー
モニーを届けられるよう練習していきます。
◎活動日時・場所は？
　毎月第1、3水曜日は午後7時から9時ま
で、第２、４水曜日は午後2時から４時まで荒
屋コミュニティセンターで活動しています。歌
が好きな人、興味のある人は見学・体験にきて
ください。
■問い合わせ先　畠山（☎ 72-2137）
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

活動最終年を迎え、最後の報告を
した吉田力隊員（3月23日、地域
おこし協力隊活動報告会）

４年度市行政連絡員会議が開か
れ、新任の44人が出席（４月５日、
市役所多目的ホール棟）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

阿部郁夫さんに市防犯隊員の委嘱
状を交付。任期は令和６年３月31
日まで（４月６日、市役所）

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
に
作
成
し
た
防

災
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、
３
月
に
各
家
庭
に

配
布
し
ま
し
た
。

　
改
訂
の
主
な
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

▼
28
年
以
降
に
指
定
さ
れ
た
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
な
ど
の
表
示

▼
安
比
川
、
松
川
の
浸
水
想
定
区
域
を

想
定
最
大
規
模
に
変
更

▼
指
定
避
難
所
の
名
称
修
正
、
廃
止
避
難

所
の
削
除

▼
新
た
な
避
難
情
報（
５
段
階
）の
明
示

　
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
各

家
庭
で
避
難
ル
ー
ト
や
非
常
時
持
出
品
な

ど
を
話
し
合
い
、災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
配
布
し
た
防
災
マ
ッ
プ
は
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.city.hachim

antai.
lg.jp/soshiki/bouan/1573.htm

l

防災
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

備
え
は
し
っ
か
り
と

入学式を終え、教室で先生の話を聞く新入生（田山小）

新入生を代表し、角掛涼太さんが誓いを述べました（西根中）

晴れ渡る空が門出を祝福
市内小・中学校で入学式

　市内小・中学校の入学式は４月６日から８日にか
けて行われ、小学校10校で151人、中学校４校で146
人の新入生が学校生活をスタートしました。
　４月７日に行われた田山小の入学式では、新生活に
期待を膨らませる児童3人が元気よく入場。名前を呼
ばれると体育館いっぱいに大きな声を響かせました。
　式が終わり、教室に戻った阿部凛

り い さ

咲さんは「勉強も
頑張りながら、ドッジボールやかけっこなどたくさ
ん遊びたい」と目を輝かせました。

見学時、住民の関心が高かった音楽練習室。壁は吸音素材

地域活動拠点が心機一転
平舘コミセンの改築工事が完了

　平舘コミュニティセンター落成式は３月20日、同
センター敷地内で行われ、関係者ら約60人が見守る
中テープカットで開所を祝いました。
　市で初の防音設備を備えた音楽練習室を設置。工
藤弘光センター長は「待ちに待った完成。みんな輪に
なって活気をつくりたい」と期待しました。
　見学をした高橋節子さん＝大泉＝は「音楽練習室は
愛好会や若い人が使い、発表会を開いてほしい。私も
カラオケでストレス発散したい」と笑顔で話しました。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

続
登
記
が
済
ん
で
い
る
か
な
ど
空
き
家

の
状
況
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

■
具
体
的
な
活
用
方
法
の
検
討
を

　
家
は
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
、
す
ぐ
に

傷
ん
で
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
建

物
を
残
す
の
か
解
体
し
て
更
地
に
す
る
の

か
な
ど
具
体
的
な
活
用
方
法
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
空
き
家
の
活
用
方
法
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
人
は
、
特
に
適
切
な
管
理
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

■
八
幡
平
市
空
家
等
管
理
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

　
市
で
は
、
空
き
家
の
適
切
な
管
理
を
促

進
す
る
た
め
、
空
家
等
管
理
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
㈱
髙
橋
板
金（
松
尾
寄
木
）（
☎
78
・

２
１
７
４
）

▼（
公
社
）八
幡
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
田
頭
）（
☎
68
・
7
８
４
7
）

▼
㈱
高
福
組（
柏
台
）（
☎
78
・
２
２
０
８
）

▼
㈲
藤
建
築
工
務
店（
大
更
）（
☎
76
・
２

０
７
９
）

▼
㈱
菅
文（
大
更
）（
☎
76
・
３
２
２
２
）

▼
㈱
み
ち
の
く（
柏
台
）（
☎
78
・
８
7
１
５
）

■
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

　

空
き
家
を
購
入
ま
た
は
賃
借
を
希
望

す
る
人
に
、
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
空
き

家
バ
ン
ク
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の

詳
細
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
定
住
促
進

係（
☎・
内
線
１
４
５
６
）ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
空
き
家
を
原
因
と
す
る
苦
情
が

市
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
を
放
置
し
た
ま
ま
に
す
る
と
、

家
屋
や
庭
木
に
害
虫
が
発
生
し
た
り
、

建
物
が
倒
壊
し
て
通
行
人
や
周
囲
の
建

物
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
や

ご
み
の
不
法
投
棄
な
ど
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
ま
ず
は
空
き
家
の
状
況
把
握
を

　

空
き
家
を
相
続
し
た
け
ど
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
空
き
家

を
持
っ
て
い
る
け
ど
、
何
か
ら
手
を
付

け
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

人
は
、
家
の
中
が
片
付
い
て
い
る
か
相

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
の
空
き
家
を

安 全
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

計9,000枚の162穴トレーが９棟のハウスに並びます

満開願い、せっせと種まき
育苗農家らが力を合わせてりんどう播種

　市安代りんどう育苗組合（伊藤重文会長）は３月21
日から25日までの５日間、市内播

は し ゅ

種施設で４年定植
分のりんどう苗1,458,000本の種まきをしました。
　22日は安代の夏、秋のほか試作品種などを播種。
育苗担当農家や切り花リンドウ生産者ら約30人が息
の合った様子で手際よく作業を進めました。
　伊藤会長は「翌年以降の収穫につながる重要な作
業。組合で3カ月育苗し、注文数分の健康な苗を切
り花生産者に届けたい」と真剣な表情で話しました。

舞って感じる日本文化
寺田学童保育クラブの児童が能楽を体験

　能楽体験（七時雨いきいきネットワーク主催）は３月24
日、寺田コミュニティセンターで開かれ、児童13人が扇
や能面などに触れながら日本文化を身近に感じました。
　シテ方

か た

宝
ほうしょうりゅう

生流金野泰
よ し ま さ

大さんを講師に迎え、舞を
体験。床を強く踏む音で笛の音色の変調を合図した
り、クイズ形式で道具にまつわる歴史を学んだりし
て楽しみながら伝統芸能への学びを深めました。
　遠藤類

る い

くん（寺田小３年）は「踊りは難しかったけ
ど、道具に触れて楽しかった」と笑顔で話しました。 子どもゆめ基金の助成を活用した無料の体験

開通後最初の日曜日には、多くの人
が訪れ、雪の回廊を楽しみました（4
月17日、八幡平アスピーテライン）

災害に備えるため、自主防災組織
の必要性を学ぶ市民講座を開催

（３月18日、大更コミセン）

3年度安代漆工技術研究センター
修了生による制作展を開催（３月29
日、市役所玄関ホール）

市消防団長から新入団員に辞令が
交付されました（４月５日、市役所
多目的ホール棟）

友好の絆と新たな出会い
友好都市沖縄県名護市からの派遣職員を紹介

沖縄県外で生活するのは初めてという岸本さん

　市では友好都市の沖縄県名護市と相互に職員
を派遣し実務研修を行っており、４月から同市職
員の岸本大

た い へ い

平さんが、商工観光課観光振興係で勤
務しています。
　「観光関係の業務は初めてで、事務の進め方などに戸
惑うこともありますが、周りの皆さんに教えてもらい、
和気あいあいと仕事をしています」と温和な笑顔で話
すとともに、「沖縄では経験できないスキー、スノー
ボードに取り組みたい」と期待を膨らませています。

ハチマンタイラーが黄色い羽根を
配りながら、春の交通安全を呼び
掛け（４月11日、大更小）

銅メダルを掲げ、笑顔で記念撮影する永井選手

悲願のメダルかなえた夢
北京冬季五輪で銅メダルの永井選手が表敬訪問

　北京冬季五輪ノルディックスキー複合男子団体で銅
メダルを獲得した永井秀昭選手は４月８日、佐々木孝
弘市長を表敬訪問し、メダル獲得を報告しました。
　佐々木市長は「市民も北京に届くくらいの気持ち
で応援した。永井選手に続く選手の育成にも力をい
れたい」と力強く語りました。永井選手は「過酷なコ
ンディションだったが、最後の五輪でメダルを持ち
帰ることができて良かった。多くの人がメダルに触
れ、競技に関心を持ってほしい」と期待を寄せました。

100歳まで頑張りたいと意気込む山本さん（右）

長年の功績をたたえる
総務大臣表彰（統計調査員）を受賞

　統計功績者に対する総務大臣表彰を受賞した山本
裕
ゆ う こ う

洸さん＝兄畑＝は3月24日、佐々木孝弘市長に受
賞の報告をしました。
　昭和48年の県農林業統計調査から調査員となり、
国勢調査や農業センサスなど多くの調査に従事。正
確かつ丁寧な業務遂行が高く評価されました。
　山本さんは「受賞できてとてもうれしい。これから
も体が動く限り統計調査員を続けていきたい」と笑
顔で語りました。

選手村での思い出やレース内容を振り返る土屋選手

感謝の思い胸に成長誓う
北京冬季五輪に出場した土屋選手が表敬訪問

　クロスカントリースキー競技で北京冬季五輪代表の
土屋正恵選手は３月22日、佐々木孝弘市長を表敬訪問
し、住民、市職員らが拍手で歓迎しました。
　佐々木市長は「冬の北京の厳しい環境の中、４種目
にわたって奮闘した姿はまさに市民の誇り」と花束を
手渡して労をねぎらいました。土屋選手は「こんなに
多くの地元の方々に迎えられ、感謝の気持ちでいっぱ
い。今回の悔しさを次につなげ、日本を引っ張れる存
在になりたい」と4年後を見据えて抱負を述べました。

【SAJ令和4承認第00545号】

【SAJ令和4承認第00548号】
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●104

共
に
歩
む
姿
勢
大
切
に
、
選
手
の
育
成
に
励
む

い
と
う
・
と
き
ひ
こ
　
63
歳
　
＝
南
寄
木
＝

伊
藤
時
彦　
さ
ん

昭和33年生まれ。妻、長男と3人で暮らす。
趣味は小説を読むことで、お気に入りは
重松清の「とんび」。特技は一通りの家庭
料理を作れること。休日は県内の観光名
所をドライブして巡りリフレッシュする。
好きな言葉は「コツコツと少しずつ」。

　
北
京
冬
季
五
輪
の
ジ
ャ
ン
プ
、
複

合
競
技
で
日
本
を
沸
か
せ
た
市
出

身
の
小
林
陵
侑
、
小
林
潤
志
郎
、
永

井
秀
昭
選
手
の
活
躍
に「
喜
び
し
か

な
い
」と
目
を
細
め
る
伊
藤
時
彦
さ

ん
。
40
年
以
上
、
県
ス
キ
ー
連
盟

ジ
ャ
ン
プ
部
の
コ
ー
チ
と
し
て
県

内
選
手
の
育
成
・
指
導
に
携
わ
り
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
続
け
て
い
る
。

　
自
身
も
松
尾
中
２
年
時
か
ら
大
学

卒
業
ま
で
ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
選
手
と

し
て
打
ち
込
ん
だ
過
去
を
持
ち
、
大

学
卒
業
後
に
選
手
兼
コ
ー
チ
と
し
て

活
動
を
始
め
、40
歳
ご
ろ
か
ら
コ
ー
チ

一
本
に
専
念
し
て
現
在
に
至
る
。

コ
ー
チ
と
し
て
の
モ
ッ
ト
ー
は
、お
互

い
が
何
で
も
話
し
合
え
る
関
係
。「
上

か
ら
目
線
で
は
選
手
は
育
た
な
い
。

一
緒
に
考
え
、
一
緒
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
だ
か
ら
こ
そ
、シ
ー

ズ
ン
の
初
め
と
終
わ
り
で
選
手
の
成

長
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
」と
指
導

者
の
面
白
さ
を
話
す
。
県
連
を
離
れ

た
選
手
に
も
目
を
か
け
、
21-

22
シ
ー

ズ
ン
の
夏
、永
井
秀
昭
選
手
が
実
業
団

で
の
練
習
中
に
、
自
転
車
で
転
倒
し

て
け
が
を
し
た
際
に
は
、
県
連
合
宿

や
鹿
角
で
の
合
同
練
習
に
招
き
、
リ

ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て
調
子
を
取
り
戻
す

手
助
け
を
し
た
。「
年
齢
を
感
じ
さ
せ

ず
、
挑
戦
し
続
け
た
ヒ
デ
が
メ
ダ
ル

を
獲
り
感
動
し
た
」と
教
え
子
を
褒

め
た
た
え
、
岩
手
か
ら
羽
ば
た
い
た

選
手
た
ち
を「
頑
張
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
頑
張
れ
」と
優
し
く
見
守
る
。

　
盛
岡
中
央
高
の
専
属
コ
ー
チ
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
国
内
大
会
で
、

結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
鍛
え
る
こ
と

に
力
を
注
ぐ
。「
体
力
・
技
術
・
メ
ン

タ
ル
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
し
、
ス

ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
理
解
で
き
る

よ
う
な
選
手
に
育
て
た
い
」と
次
代

を
担
う
ジ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
に
寄
り
添

い
、
背
中
を
優
し
く
押
す
。
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昨年８月に山形県山形市蔵
王で行った県連合宿

盛
岡
中
央
高
校
ス
キ
ー
部
　
コ
ー
チ

▪
編
集
後
記

▽
入
学
式
の
撮
影
で
西
根
中
学
校
を
訪

問
し
ま
し
た
。誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
新

入
生
代
表
と
、歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
在

校
生
代
表
の
堂
々
と
し
た
姿
に
驚
く
と

と
も
に
、
サ
ポ
ー
ト
の
先
生
や
栄
養
教

諭
、
用
務
員
も
含
め
、
多
く
の
教
職
員
が

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
勤
務
し

て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

智〇
〇

▽
北
京
五
輪
に
出
場
し
多
く
の
市
民
に

感
動
を
与
え
た
永
井
秀
昭
選
手
と
土
屋

正
恵
選
手
が
市
役
所
を
訪
問
し
た
際
、取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。両
選
手
と

も
旧
安
代
町
で
育
ち
、競
技
を
続
け
五
輪

出
場
し
た
こ
と
に
同
郷
と
し
て
誇
ら
し

く
感
じ
ま
し
た
。今
後
の
活
躍
に
も
注
目

し
追
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。�
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